
令和５年度 居住支援法人安来市社会福祉協議会 事業報告

住宅要配慮者の中には、身寄りのない人や、家族や親族がいても絶縁状態や疎遠になってい
る人がいる。そのような人の住まいの確保は保証人、死後対応などの懸念から入居を拒まれる
ケースがある。仮に、入居した後も、関係機関との連携により定期的な見守り、相談支援や生活
支援が必要な人がいる。
こうした課題解決に向け、相談支援体制の強化をはじめ、国の伴走支援の活用により、関係機
関との連携の構築、新たな仕組みづくりの開発に努めた。

（１）「住まい」に関する相談支援体制の強化
相談支援体制の強化により、住宅要配慮者の入居前相談、見学等の同行支援、必要に応じ関
係機関との連携により、入居後の支援として定期的な見守りや相談支援、生活支援を行う。

（２）「関係機関連絡会議」の開催
関係行政（建築住宅課・やすぎ暮らし推進課・福祉課・介護保険課）、宅建業者、在宅介護支援
センター、基幹相談センター、民生児童委員協議会、社協による居住支援に向けての情報共有や
具体的な連携構築に向けての意見交換を行った。
第１回 令和５年１０月 ６日（金） 午後１時３０分～３時１５分
第２回 令和５年１２月１３日（水） 午後１時３０分～４時
講 師 福山平成大学福祉健康部教授 岡部 真智子 氏 （伴走支援アドバザー） 他

1



（３）「講演＆ワークショップ」の開催
講演とワークショップを開催し、具体的な連携のあり方や新たな仕組みづくりについての
意見交換を行った。
時 期 令和５年１２月１３日（水） 午後１時３０分～４時
講 師 福山平成大学福祉健康部教授 岡部 真智子 氏 （伴走支援アドバザー）
助 言 日本総合研究所主任研究員 内田 誠一 氏 （伴走支援事務局）
参加者 ２５名

（４）「終活事業」の検討
①第１回学習会
日 時 令和５年８月２５日（金） 午前１０時３０分～１１時４０分
講 師 松江市社会福祉協議会生活支援課長 池田 圭介 氏

②第２回学習会
日 時 令和５年１１月２４日（金） 午前１０時００分～１１時４０分
講 師 琴平町社会福祉協議会長 越智 和子 氏

③第3回学習会
時 期 令和５年１１月～１２月）
内 容 終活事業に取組んでいる社協への視察
視 察 福岡市社協、足立区社協
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「安来市居住支援関係機関連絡会議」の設置

■日時 令和5年10月6日（金）13 時半～15 時15分

■会場 安来市中央交流センター「講義室」
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「安来市居住支援関係機関連絡会議」の構成

役 職所属機関区 分

代表取締役遠藤会計不動産事務所

宅地建物取引業関係者

1

常務取締役株式会社 アスタス2

代表取締役株式会社 やすらぎ3

所 長安来市在宅介護支援センターケアプランやすぎ

居住支援
関係者

4

所 長しらさぎ苑在宅介護支援センター5

所 長在宅介護支援センターひろせ6

所 長安来地域活動支援センターステップ7

会 長安来市民生児童委員協議会8

会 長安来地区民生児童委員協議会9

会 長広瀬地区民生児童委員協議会10

会 長伯太地区民生児童委員協議会11

所 長島根県住宅供給公社安来住宅管理事務所12

係 長安来市建設部建築住宅課

行政関係者

13

係 長安来市政策推進部やすぎ暮らし推進課14

係 長安来市健康福祉部福祉課15

係 長安来市健康福祉部介護保険課16 4



講演＆ワークショップ（第２回安来市居住支援関係機関連絡会議）

■日時 令和5年12月13日（金）13 時半～16 時

■会場 安来市中央交流センター「講義室」

5


